
 

相模原市監査委員公表第６号 

 

地方自治法(昭和２２年法律第６７号)第１９９条第１２項の規定により、令和 

元年７月４日に実施した市立小・中学校の監査の結果に基づき措置を講じた旨、教

育委員会から通知があったので、当該通知に係る事項を次のとおり公表する。 

 

令和元年８月２９日 

 

 

相模原市監査委員 彦  根      啓 

 

 

同        橋 本 愼 一    

 

 

同        須 田   毅    

 

 

同        大 崎 秀 治 
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１ 監査対象事務 

児童・生徒の安全確保及び現金等の管理について 

２ 監査の日程 

  平成３１年４月２６日から令和元年７月４日まで 

３ 措置に係る通知日 

教育委員会から通知があった日 令和元年８月２３日 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

独立行政法人日本スポーツ振興セン 

ター(以下「センター」という。)か

らの災害共済給付金(以下「給付金」

という。)及び就学奨励金に係る現金

等の管理について調査したところ、次

のような不適正な事例が見られた。 

ア 市から学校長名義の預金口座(以

下「学校口座」という。)に給付金

等が振り込まれた後、出金して校内

の金庫に保管し、後日対象者等へ支

払うなど日常的に現金の受払いを行

っていたにもかかわらず、複数の学

校において、相模原市学校財務事務

取扱要領(平成２９年４月１日施

行。以下「財務要領」という。)に

定める現金出納簿(以下「出納簿」

という。)が備えられていないた

め、現金の収支が明確であること及

び学校長による残高確認がされてい

ることが書面により確認できなかっ

た。 

財務要領第２５条第１項には、市

から受ける補助金、助成金、委託

料、学校で徴収する現金等について

は学校長の責任において適正に管理

し執行することが、また、同条第２

項には、同条第１項の現金について

平成３１年４月２６日から令和元年

７月４日にかけて実施された監査にお

ける指摘事項につきましては、次のと

おり改善措置を講じました。 

 

 

指摘事項アにつきましては、担当職

員による金庫内現金の受払いの都度、

学校長及び副校長による残高確認が行

われていたものの、財務要領に基づく

現金管理についての理解が不十分であ

ったことから、現金出納簿の整備や運

用が徹底されていなかったものです。 

今後につきましては、市から学校長

名義の預金口座に給付金等が振り込ま

れた際には、原則として保護者へ支払

い等を行う日に口座から現金を引き出

す運用に改め、やむを得ず校内の金庫

で現金を保管する場合は、金庫開閉簿

及び現金出納簿への記入を必ず行い、

学校長が確認・押印を行うことで、適

正な現金管理を行ってまいります。 

また、７月２４日に開催された監査

結果等説明会においても、準公金を含

む現金の適切な取扱いについて学務課

から説明がなされ、学校職員一同その

重要性を強く認識したところです。 
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は帳簿等を備えて常に収支を明確に

しておくことが規定されている。 

平成３０年度に実施した監査にお

いては、中学校１校において、修学

旅行費用の一部として市から振り込

まれた２世帯分の就学奨励金が長期

にわたって学校口座に残されていた

事例が見られたことから、同校に対

する指摘事項としたところである

が、依然として複数の学校におい

て、現金取扱事務の透明性を欠く不

適正な事務処理が行われていたこと

は大変遺憾である。 

万が一学校で管理する現金を亡失

等した場合には、その責任が問われ

て厳しい処分の対象となるだけでな

く、教育行政に対する市民の信頼を

大きく損なうことにもなりかねな

い。 

今後は、学校における現金管理の

重要性を再認識するとともに、財務

要領に基づく帳簿等の整備及び適切

な運用の徹底をはじめとする事務執

行体制の見直しを図り、学校長の責

任において現金の適正な管理及び執

行に万全を期されたい。 

【南大野小学校、相武台小学校、光

が丘小学校、青葉小学校、青野原小

学校、鳥屋中学校】 

 

イ 給付金を管理する学校長名義の預

金通帳及び関係書類を確認したとこ

ろ、学校の管理下で負傷した児童の

保護者に対する給付金が速やかに支

払われていない事例が見られた。 

 小・中学校の管理下における児童

生徒の災害(負傷、疾病等)に対する

今後は、同様の指摘を受けることが

ないよう、学校長・副校長を中心とし

て、学校における現金等の適正な管理

及び執行に取り組んでまいります。

【南大野小学校、相武台小学校、光が

丘小学校、青葉小学校、青野原小学

校、鳥屋中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指摘事項イにつきましては、給付金

の振込通知書が市から学校へ送付さ

れ、平成３０年８月１５日に学校口座

へ着金した際、担当者から保護者に対

し給付金支払の電話連絡を失念したこ

と、その後、担当者が未払に気付き保

護者へ連絡をするまでの約４か月の
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給付金は、保護者から学校に提出さ

れた必要書類及び学校からの災害報

告書に基づき教育委員会がセンター

に支払いを請求し、給付の決定後、

センターから市(教育委員会)を経由

して学校口座に振り込まれ、その後

学校から保護者に支払われることか

ら、公金に準じて取り扱わなければ

ならない現金である。 

また、「相模原市学校保健の手引

き」(平成２８年)に記載されている

災害共済給付を受ける場合の手続の

流れによれば、保護者から「医療費

の状況」「調剤報酬明細書」などの

必要書類が学校へ提出された際に

「給付時期(概ね１か月半後)等につ

いて概略を説明する」こととされて

おり、通常必要とされる事務処理期

間を勘案しつつ速やかな給付が求め

られているものと思料される。 

しかしながら、市からの学校口座

への入金日から学校による出金日ま

での約４か月間保護者への連絡を怠

り、給付金が支払われることなく当

該口座に留保されていたことは、不

適正な事務処理と言わざるを得な

い。 

今後、給付金をはじめとする公金

に準じた現金の管理及び執行に当た

っては、財務要領に則した事務処理

体制の再構築を図り、再発防止に取

り組まれたい。 

【青野原小学校】 

間、学校口座の残高確認を行わなかっ

たことなどから、給付金支払が遅延し

ていることを学校長が把握できていな

かったことによるものです。 

また、給付金受領のため保護者に来

校するよう電話連絡を行い、来校予定

日の平成３０年１２月１７日に学校口

座から給付金を払い戻しましたが、当

日来校がキャンセルされたため、再度

来校する平成３１年２月７日までの

間、校内の金庫で当該現金を保管しま

した。その際、財務要領に定められた

現金出納簿の作成を怠ったため、この

時点においても、給付金支払遅延の事

実を学校長は把握できていませんでし

た。 

 今後の対応については、養護教諭及

び管理職が、「相模原市学校保健の手

引き」及び「財務要領」の記載内容を

再確認し、再発防止策として次の内容

を徹底することといたしました。 

① 振込通知書が届いた後、担当教諭

等は速やかに学校口座への入金を確

認するとともに、給付対象の保護者

に対し文書で給付金支払の通知を行

い、電話連絡等で支払日を確定させ

る。 

② 担当教諭等は、給付金支払日に学

校口座から給付金を払い戻し、保護

者来校時に給付金を支払う。その

際、保護者から受領書の提出を受け

る。 

③ 支払予定日に保護者が来校できな

い場合には、校内金庫において当該

現金を保管するとともに、「現金出

納簿」に速やかに記帳し、学校長の

確認印を受ける。 
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上記手続を文書にまとめ、全職員に

周知するとともに、災害給付金に限ら

ず、現金等の管理の徹底についての事

故防止会議を７月１９日に全職員を対

象として実施したところです。 

今後は、同様の指摘を受けることが

ないよう、学校長・副校長を中心とし

て、学校における現金等の適正な管理

及び執行に取り組んでまいります。

【青野原小学校】 

 

 

  

 


